
（２） 平成19年7月10日 No.680広報 

問 都市デザイン課 
 蕁　 335・346内 

■対象行為 
◎新築・改築・増築 
◎建築物の各壁面の10分の1以上を変更することとなる修繕、若しくは模様替えまたは色彩の変更 
◎工作物の外観の総面積の10分の1以上を変更することとなる修繕、若しくは模様替えまたは色彩の変更 

■審査基準 
景観計画に定められた「景観形成基準」および「色彩基準」が審査の基準となります。 

※詳しくはホームページの「八潮市景観計画」をご覧ください。 

建築物…建築物すべて 
工作物…建築基準法第88条第1項および第2項に規定する工作物すべて 

■八潮市独自の基準 
　 
・駅周辺商業特定区域 
　（景観計画特定区域） 
・つくばエクスプレス沿線 
　（鉄道施設から100メートルの範囲） 

　・都市計画高度地区内での屋上利用広告は25メートル以上高い位置に設置できなくなりました。 

　この計画は、建築物等を建築される場合に景観に配慮していただくための「景観
形成基準」「色彩基準」などを定めています。景観に配慮しているか審査するため、
以下の対象物で対象行為を計画する場合は必ず届け出をしてください。 

　都市計画マスタープランは、八潮
市のまちづくりの基本方針を明確に
する計画で、市全体の将来像や地域
の将来像、また将来像に向けた方策
を位置付ける非常に重要な計画です。 

任期　平成19年８月ごろから平成21年３月まで（会議は５回程度を予定。無報酬） 
２人 
平成19年４月１日現在、市内に１年以上居住している満20歳以上の方で、平日の昼間
に開催する会議に出席できる方。※市の附属機関の委員・市職員・市議会議員除く。 
応募動機（様式自由で400字程度）・住所・氏名・生年月日・電話番号を記入のうえ、７月
31日までに、窓口・郵送・Ｅメール（toshidesign@city.yashio.lg.jp）で都市デザイン課へ 

７月１日から八潮市景観計画が施行されました。次に該当する場合は、届け出が必要です。 
また、屋外広告物条例も施行されています。市独自の制限にご注意ください。 
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都市の景観に配慮した 
　届け出などがスタート!
都市の景観に配慮した 
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都市の景観に配慮した 
　届け出などがスタート!

　この条例は、地域性に配慮した屋外広告物の設置基準を定めています。
基本的に「埼玉県屋外広告物条例」の内容を引き継いでいますが、市独自
の基準も定めましたのでご注意ください。 

（1）屋上利用広告が設置できない地域を定めました。 

（2）景観計画特定区域 

（1）一般地域（景観計画特定区域以外） 

（3）屋上利用広告の高さの限度を設けました。 

建築物 

工作物 
建築基準法第88条第1項および第2項に規定する工作物すべて 事前協議が必要 

同一業者による5戸以上の新築行為 
※次の要件に該当するもの 
・敷地が５つ以上 
・該当敷地が隣接または近接しているもの 
・最も早い新築行為着手と最も遅い新築行
為着手が１年以内のもの 

延床面積500裃以上 高さ12ｍ以上 

区域図 

主要地方道草加流山線 

東京外環自動車道 
国道298号線 

主要地方道 
松戸草加線 

八潮駅 八潮駅 

首都高速6号三郷線 つくばエクスプレス 

景観計画特定区域 
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屋上利用広告 

看板 不可 100m不可 

つくばエクスプレス つくばエクスプレス 

不可 
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■対象物 

※詳しくはホームページの「八潮市屋外広告物条例」と「八潮市屋外広告物条例施行規則」をご覧ください。 

 
　 
 
・駅周辺商業特定区域（景観計画特定区域）内では設置でき
なくなりました。 
・つくばエクスプレス沿線（鉄道施設から100メートルの範囲）
では鉄道に向けて表示することができなくなりました。 

（2）一般広告物の設置に新たな基準を設けました。 
　  （自家用広告物には適用されません） 


